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女性研究者研究活動支援事業（拠点型）が本格始動!! 

拠点型事業の採択を受けて、以下の取り組みを行いました。 
定例交流会：11月8日(金)、12月5日(木)、3月4日(火) 
     連携機関の研究者等が参加し、本学の研究者支援策などを紹介するとともに、 連携 
    機関への普及を目指し、新たに立ち上げた支援策の利用を促しました。 

男女共同参画シンポジウム：12月5日(木) 
       「ワークライフバランスのすすめ」をテーマに、ライフイベントとキャリアに関するシンポジウムを開催

しました。多くの機関から多数の参加があり、終了後のアンケートでも好評でした。 

健康教室：2月28日(金) 
     本学静岡キャンパス体育館において、本学教育学部の祝原先生のご指導のもと、 
    ノルディックウォーキングについて、講習と実践を行いました。短い時間でしたが、 
    良い運動になりました。 

キャリアアップ研修会：3月4日(火) 
     本学静岡キャンパスにおいて開催された第3回定例交流会の後、 
    株式会社J-オイルミルズ生化学研究所の小林様と本学農学研究 
    科の本橋先生を講師に体験談等を交えて、女性研究者のキャリア 
    形成について講演いただきました。 

飛ぶ教室：3月6日(木) 
                               連携機関の一つである静岡県公立大学法人静岡県立大学に 
                             おいて、本学の女性研究者支援制度について紹介し、制度の普及 
                             を図りました。静岡県立大学の学長もご出席くださり、活発な質疑がありました。 

介護予防教室：3月8日(土) 
本学浜松キャンパスにおいて、浜松社会福祉協議会より中谷様を講師に招いて、
介護保険制度と車椅子の使い方を学びました。土曜日でしたが、初めて車椅子に
触れる者もいて、全員が真剣に参加していました。 

スタート・ワーク・アゲイン・ミーティング：3月14日(金) 
静岡県公立大学法人静岡県立大学において、同大学の金子 
先生、本学総務部職員課の清水主任を講師に、出産・育児を 
しながら研究、仕事を継続することについて、体験談を交え、 
参加者とともに考えました。 

静岡大学 
男女共同参画推進室 

 
ホームページ http://www.sankaku.shizuoka.ac.jp/  を開設しました。 

女性研究者のロールモデル集を作成しました。 

本学と連携機関の研究者等が対象のアンケート調査を実施しました。 

以下の制度や取り組みが動き出しました。 
本学女性研究者と連携機関の研究者で行う連携研究の支援 
連携機関への研究支援員の派遣 
連携機関の研究者を対象とした学会参加時保育支援制度 
一時保育支援制度（多目的保育施設の利用料の一部補助） 
介護、育児、研究に関する書籍とDVDの貸出 

詳しくは、男女共同参画推進室（拠点型担当）までお問い合わせください。 

女性研究者研究活動支援事業（拠点型） 
に関するお知らせ!! 

平成２６年４月から、

拠点型事業を担当 

する執務室が、 

多目的保育施設 

から本部棟３階へ 

移転します!! 

(☎：054-238-3068) 

http://www.sankaku.shizuoka.ac.jp/


 
  平成26年3月19日(水)から土曜、日曜、祝日を除き、3月31日(月)まで、浜松
キャンパスで学童保育所を開設しています。今年も、楽しいプログラムがたく
さん詰まっています。子どもたちが、楽しく学んで、安全に過ごせるように努
めています。 

～お 知 ら せ～ 

浜松キャンパス  春休み学童保育所開設!! 

平成25年度を振返って 
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①一時保育支援制度 
  平成26年4月から、多目的保育施設「たけ
のこ」を一時保育で利用した場合、保育料
の一部補助制度の運用が始まります。支援
の対象者や限度額などは、ホームページで
後日、お知らせいたします。 

②研究支援員制度 
  オンデマンドで申込を受け付けています。
研究支援員の配置をご希望の方は、男女
共同参画推進室のホームページをご覧い
ただき、お申込みください。 

③学会参加時等保育支援制度 
  学会への参加及び入試業務従事時に子
どもの一時保育を利用した場合、保育料の
一部補助制度があります。支援の対象者
や限度額などは、ホームページをご覧くださ
い。 

④メンター制度 
  新しく着任した女性教員に、メンターを配
置します。分からないことや疑問点など、気
軽に相談し、制度を活用してください。 

⑤ジェンダー関連科目 
  平成26年度前期もジェンダー関連科目の
周知を行います。興味のある方は、担当教
員の許可を得て、受講してください。 

⑥議員団の視察 
  平成26年1月22日(水) 
に静岡県議会議員団、 
平成26年3月17日(月)に 
国会議員等が本学を 
訪れました。本学の男女 
共同参画の取り組みを 
紹介し、研究者支援や 
ワークライフバランスに 
ついて意見交換しました。 

  平成25年度は、激動の一年でした。男女共同参画推進室が、学則上の組織として位置付けら
れ、推進の体制が強化されました。また、第２期の「男女共同参画行動計画」の初年度として、
新たな気持ちで活動してきました。 
  年度が始まった4月から、女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の申請に向けて動き出し、
手探りの中で作業を進めました。7月には、学長とともに面接審査を受け、本学の事業の特徴
をアピールしました。その甲斐あって、事業採択され、平成27年度までの３か年間、本学が拠点
となって、研究者支援策の普及と研究能力の向上に努めることとなりました。拠点型事業の担 
                   当として、教員と事務職員を１名づつ採用し、人的にも充実しました。 
                               また、オープンキャンパスでの女子高校生相談コーナーを工学部だけで

はなく、農学部と理学部でも開設しました。今後の事業展開の参考とする
ため、アンケート調査も実施しました。 

                               これからも、本学が学びやすく、働きやすき大学となるよう、努力してい
きたいと考えています。 


